
   

 

 
   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滑川町立福田小学校 

第 ４号【 ７月号 】 

令和６年６月２５日 

校 長 樋口 貴子 

学校教育目標 気づき、考え、実行する子 思いやる子 心身を鍛える子  

  

 授業参観、懇談会では大変お世話になりありがとうございました。子供たちは、がんば

っている姿を保護者の皆様に見ていただけてとてもうれしそうでした。 

 さて、いよいよ７月３日に、埼玉県の三偉人（塙保己一、渋沢栄一、荻野吟子）の一人

である渋沢栄一翁が肖像になった新一万円札が発行されます。渋沢栄一翁は、日本の資本

主義の基礎を築いた大実業として有名ですが、生涯にわたって「忠恕
ちゅうじょ

」の精神を貫き、福

祉や教育などの社会事業にも熱心に取り組んでいます。「忠恕」とは、「まごころ・おも

いやり」を意味する言葉です。 

 ６月６日のお話タイムでは、「ヤマアラシのジレンマ」 

の寓話を使って、一人一人が自分の行動や言葉を見直し、 

お互いを傷つけない「どちらにとってもよい関係」をつく 

ってほしいという話をしました。そのために、心がけてほ 

しいこととして、「勝手な思い込みや決めつけをしないこ 

と」「教室を心理的に安全な空間にすること」の２つにつ 

いて話をしました。この話を受けて、各学級で話し合いを 

し、「福小クラス安心宣言」をつくってくれました。これ 

が、宣言だけで終わることのないように、保護者の皆様、 

地域の皆様のお力添えをいただきながら、相手や周りの人 

の気持ちを想像し、自分の言葉や行動を考えられる「まごころ」と「思いやり」のある子

供たちで福田小学校がいっぱいになるように努めてまいります。今後とも、ご理解・ご協

力をいただきますようお願い申し上げます。 
※「ヤマアラシのジレンマ」の寓話 

寒い冬の日、２匹のヤマアラシは暖をとるために、互いの体を寄せ合いますが、体のトゲで互いを傷

つけ合ってしまいます。そこで、２匹は離れますが、今度は、寒くて耐えられません。近づいたり、離

れたりを繰り返しながら、互いを傷つけずに、暖をとれるちょうどよい距離を見つけたというお話です。 

滑川中学校 吹奏楽部演奏会  

６月１２日に、滑川中学校の吹奏学部の皆さんが福田

小学校で演奏してくださいました。当日来校した中学生

は、本校の全校児童数よりも多い１１４名。最後は、曲

に合わせて全校児童で踊り、とても楽しい時間を過ごす

ことができました。滑川中学校の皆様、ありがとうござ

いました。 

福小クラス安心宣言 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７ 月 ～ ９ 月 上 旬  の  行  事  予  定 
１日（月）５時間授業 一斉下校 

3 日（水）音楽タイム５・６年 

４日（木）委員会（１学期最終） 

５日（金）知能テスト１年 

９日（火）浮いて待て教室 地区別下校 

１０日（水）５時間授業 賞状伝達 地区別下校 

１１日（木）５時間授業 地区別下校 

１２日（金）５時間授業 地区別下校 ６年社会科見学 国会議事堂他 

１５日（月）海の日 

１６日（火）５時間授業 地区別下校 さわやか相談員・ＳＳＷ来校 10：00～ 

１７日（水）給食最終日 ４時間授業 スクールカウンセラー来校 9：00～12：30 

１８日（木）３時間授業 一斉下校 

１９日（金）終業式 一斉下校 

２２日（月）～８月３１日（土）夏季休業日 

８月 

２４日（土）ＰＴＡ奉仕作業 

９月 

 ２日（月）始業式 ３時間授業 流しゼリー 一斉下校 

 ３日（火）４時間授業 給食開始 発育測定 地区別下校 

 ４日（水）クリーンタイム（縦割り）引き渡し訓練 

 ５日（木）ふれあいたいム 委員会 

１１日（水）縦割り遊び 

１６日（月）敬老の日 

うれしいお言葉 
見守りボランティアの方からうれしいお話をいただきました。それは、登校時、班員が

見守りボランティアさんにあいさつができていないと、班長が後ろを振り向き、「あいさ

つをするよ」と班員に声をかけていること、ボランティアさんと別れるときには、「行っ

てきます」と言ってくれるというお話です。本校の児童は、学校の中で、職員によくあい

さつをしてくれます。そして、このように、地域の方からの言葉をいただくと、校外でも

あいさつができている様子を知ることができ、とてもうれしく思いました。 

 あいさつだけでなく、班長としての自覚、リーダーシップを発揮していること、そして、

その班長の言葉をうけて、あいさつをする下級生。こうして、福田小学校のよい伝統が築

かれていくのだと思います。 

子供は、「言ったとおりにはやらないけれど、やったとおりにはやる」と言われます。

このように、あいさつができるのも、日頃から保護者の皆様がご家庭で、お声がけをして

くださっているからだと感謝しております。今後も「大人が手本となって」学校内外であ

いさつができる児童を育てていきたいと思います。ご支援・ご協力をお願いします。 

※予定は変更になる場合もあります。予め、ご了承くださいますようお願いします。 


